


CHAPTER5●栄養疫学入門

…れてしまえば，食べていることにはならず，人

の健康には関係しない。したがって，口に入る

瞬間の調査が必要となる。しかし，これが無理

な相談であることは，自分の食事を思い出せば

理解できるだろう。そして，摂取された食品は

消化・吸収され，そこに含まれていた栄養素は

体内で代謝，利用され，尿などに混じって体外

に排泄される。どの時点を調べるかによって，

いくつもの調査方法が存在する｡‘
かげぜん

食事調査法には，陰膳法(dupUcatemethod),

食事記録法(dietrecord),食事思い出し法(diet

recall),食物摂取頻度法(fOodhFequencymethod),

食事歴法(diethistory),生体指標（バイオマー

カー:biomarker)などが知られている。このな

かで，食事記録法と食事思い出し法は，食べた

状況をそのまま収集して記述し，データベース

化するため，もっとも正確な調査法として，食

事調査の基準と考えられている。それ以外の調

査法は，食事記録法と食事思い出し法の短所を

克服し，特定の目的で用いることを目的として

開発されたものである。なお，食事思い出し法

はほとんどの場合，過去24時間を振り返って行

われるため，24時間思い出し法(24hourrecall)

と呼ばれることが多い。それぞれの調査法につ

いては，第3節以降で説明するが，その前に，す

べての調査法に共通して知っておかなくてはな

らないことについてまとめておく。

…

調査日数と対象者数からみた調査法選択の基準

02調査期間。日間変動｡季節間変動

調査対象物･調査対象期間と調査法

調査期間

どれくらいの長さの期間について摂取の有無

や摂取量を知りたいかは，研究目的によって異

なる。典型的な例として．食中毒の原因となっ

た食品を知りたい症例対照研究と，骨密度を高

める栄養素は何かを調べるコホート研究をあげ

ることができる。

前者で重要なのは，ある特定の日に特定の場

所で食べた特定の皿の上にあった特定の食品で

ある。後者に必要なのは何年にもわたって食べ

ていた食品，つまり，習慣的な食事(habitual

diet)から摂取していた栄養素である。食中毒の

調査であれば，どの食事（たとえば，一昨日に

学校で食べた昼食）ということまでわかり，そ

~の日の料理の一部が保存されていれば，それを

分析したり，そこから細菌を培養したりすると

いった手段がある。保存されていない場合は，

そのときに食べた食品をきめ細かく思い出して

もらう調査法が有効だろう。

一方，後者では，その人の習慣的な摂取量を

知らなくてはならない。昨日食べた食品と1年前

の今日食べた食品はほぼ同じ大切さをもってい

る。すると，昨日のことをていねいに調べるよ

りも，食べ方の習慣を大雑把に聞き出す方法の

ほうがよいかもしれない。また，ある程度長い

期間の摂取状態を示す生体指標があれば魅力的

である。

実施可能性(feasibility)を考慮すると，調査

期間(assessmentperiod)と食事調査法との関係

は,File5-02のようになる。特定の食品や食事

の場合には陰膳法が，1日から数日間程度の摂取

状態を調べるには食事記録法や24時間思い出し
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法が，1カ月間以上にわたる習慣的な摂取状態を

知りたい場合には食物摂取頻度法や食事歴法が

有効であると考えられている。そして，生体指
標が存在する場合は、その利用も考慮される。
また，調査期間と対象者数から考えた場合は，1
つの基準としてFile5-03のようになる。この理

由はこのCHAPrERのなかで詳しく説明したい。

価をその人の習慣的な摂取量としてはいけない

のだろうか。それは，「食べるものや食べる量は

毎日少しずつ違っている」からである。まれに

鰻丼を食べる人は多いだろうが，ある日に鰻丼

を食べた人がその翌日にも鰻丼を食べる確率は

あまり高くないだろう。

FYle5-04は，ある人の食事を16日間にわた

って記録し，ビタミンD,カルシウム，たんぱく

質，エネルギーの摂取量を計算したものである。

どの栄養素の摂取量も日によって異なっている。

この現象を日間変動(dayato-dayvariation)と呼

ぶ。これは個人のなかで起こる変動（個人内変

動:mtraPindividualvariation)の代表的なもので

ある。ある1日の摂取量を習慣的な摂取量の代わ

りとして使うのが難しいことがわかる。とくに，

ビタミンDの習慣的な摂取量を知るためには，

ある一定期間で．大量のビタミンDを摂取する

④われわれが食べているものは日々変わってい

る。もしも毎日同じものを同じだけ食べていた

ら栄養学はもっとずっと早く発達していただろう。①人が何をどれだけ食べているかを抜きにした

栄養学はありえない。なぜなら，食品は人がそ

れを食べた瞬間に食品になるからであって，そ

れまではただのモノでしかないからである。
日間変動

なぜ，知りたい期間によって調査方法が異な

るのだろうか。なぜ，24時間思い出し法によっ

て得られた，昨日食べたものから計算した栄養
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